
１月 6 日（金）、今年もコロナ感染防止のため式典のみとなりましたが、令和 5 年中川地区新年祝賀会

が、多くの来賓の方々をお迎えして開催されました。 

初めに、鈴木高野地区会長による市民憲章唱和（コロナ感染対策のため唱和はせず）、齋藤 長昭会長会

副会長より主催者挨拶が行われ、中川地区表彰では、中川地区民生児童委員としてご尽力いただきました、

小倉地区の岡崎 とし子様（3期９年）、蔵王地区の石黒 清様（３期９年）、薄沢地区の齋藤 敏之様（２期

６年）、高野地区の今野 昇様（２期６年）の４名の方々に表彰状が授与されました。誠におめでとうござ

います。続いて、横戸市長、遠藤県議会議員、長澤市議会議長より来賓を代表してご挨拶を頂戴致しまし

た。その後、高野地区の山口 博之さんにお謡を、薄沢地区の齋藤 陸州さん（齋藤 秀雄さん）に祝吟を披

露していただき、新春にふさわしく、厳かな雰囲気となりました。最後に、中川地区のますますの発展を

祈念し、山田館長の音頭により万歳三唱（コロナ感染対策のため三唱はせず）にてお開きとなりました。

これからも中川地区がますます活性化していけるよう知恵を絞って、今年もできることを精一杯やってい

きたいと思っております。     
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 12月 23 日（金）単発講座

「初心者パッチワーク体験教

室」の２回目が開催され、作成

していたコースターが完成し

ました。講師の板垣まさ子さ

んより、難しい縁の始末の仕

方など教えてもらいながら、

きれいにキルティングしてい

くのが大変でしたが、皆さん

和気あいあいと作業して、楽

しい時間となりました。 
 

 １月 11 日（水）、中川小学校１年

生・山形盲学校 2年生と中川粋いき倶

楽部会員による「だんご木飾り作り交

流会」が中川小学校の家庭科室にて開

催されました。「だんご木飾り」は、小

正月（１月 15 日）に秋の豊作などを

願って行われる伝統行事です。だんご

の粉に水を入れて混ぜ合わせ、食紅で

色をつけてこねていきます。こねなが

ら「冷たくて気持ちいい～」「きれいな

色～」と楽しそうな子供たちの声が聞

こえてきました。丸めただんごを茹で

て冷ました後、ふれあいホールに移動

して、地区の方からいただいた立派な

ミズキ（水木）に、だんご、麩菓子の

鯛飾りや繭玉、子供たちが作った折り

紙を飾っていき、見事なだんご木が完

成しました！！がんばって作ってくれ

た児童の皆さん、参加していただいた

粋いき倶楽部の皆さん、本当にありが

とうございました。 

 

 

 12 月 27 日（火）6 家族 15 名の参加とそば会員 11 名 計 26 名の参加で「そば打ち体験教室」を開催

しました。材料の計量からいざスタートへ！！会員さんが先生となって、混ぜるこねる伸ばすと工程を進ん

でいき、時より『冷たいけど、気持ちいい～』『難しいけど、これでいいの？』と、熱心に取り組んでいまし

た。いよいよ最後の切り方へ。見たことのない包丁を見て『大きいー！！』とびっくりしていましたが、ゆっ

くりと時間をかけて丁寧に切っていき麺が完成しました。『わぁ～出来た♪楽しかったあ～♪またやりたい～

♪』の声をたくさん頂き、開催出来て良かったです。お忙しい中、同伴してくださった保護者の皆さん、並び

にそば会員の皆さん、最後までお手伝い頂きありがとうございました。 

 1月 13日（金）単

発講座「初心者パッチ

ワーク体験教室」の 3

回目が開催されまし

た。今回は各自作りた

いものを決めて、型紙

から作成していきま

す。時間のかかる作業

になると思いますが、

出来上がりが楽しみ

ですね♫ 
 



 

 

 

  

出前スポーツ教室    
1 月 24 日（火）出前スポ

ーツ教室の１回目「シャフル
ボード」が開催されました。キ
ュー（棒）を使い、ディスク（円
盤）を押して、スコアボードの
点数を狙う競技。初めて体験
する方もいましたが、すぐに
慣れて皆さん楽しんでいまし
た。２回目「ストレッチヨー
ガ」、3回目「足腰元気体操」
ともに定員に達しました。 

1月17日（火）第10回女
性学級きらりは、Kaco’s 
tearoom の紅茶コーディネー
ター新関 和子さんにお越し頂
き、「紅茶教室」を開催しまし
た。紅茶についてのお話を聞い
た後、３種類の紅茶を試飲し
て、さらに自分でおいしい入れ
方を実践し、お菓子とともに紅
茶を堪能して幸せな時間を過
ごしました！！ 

 

3/1(水)   
 
3/3(金)  
 
 
3/7(火)   
3/10(金)   
3/14(火)   
3/20(月)   
3/24(金)  
 
3/27(月)  
3/31(金)   

          
 

市報・館報 
第２回福祉村だより 
施設訪問 
中川地区会長会 
公民館運営協議会 
第１２回そば打ち教室  
第１２回パソコンクラブ 
第１２回女性学級きらり 
中川地区監査 
中川地区会長会 
公民館運営協議会 
令和５年度新会長顔合会 
市報・館報 

行事予定  

 

詩吟教室（火曜日）    

ラージピンポン愛好会（木曜日）   

スポーツ麻雀愛好会    

             

 

 

行事予定  

 2/1(水)  
2/3(金) 
 
2/4(土)  
2/7(火) 
2/10(金) 
   
2/14(火) 
2/17(金) 
   
2/24(金) 
2/28(火)   

          
 

市報・館報 
予算審議会・三者会 
中川地区会長会・公民館運営協議会 
笑いと健康のつどい 
第１１回女性学級きらり（職員不在時間帯あり）   
出前スポーツ教室「ストレッチヨーガ」  
単発講座「救命救急講座」 
第１１回そば打ち教室 
第１１回パソコンクラブ 
子ども会育成会反省会 
第９回粋いき俱楽部閉講式（職員不在時間帯あり）  
出前スポーツ教室「足腰元気体操」 

詩吟教室（火曜日）    

ラージピンポン愛好会（木曜日）   

スポーツ麻雀愛好会    

             

 

 

令和5年4月からの各種会員を募集します。 
詳しくは、地区回覧文書をご覧ください❕ 

 ★パソコンクラブ（月1回） 

WordとExcelを学んでみませんか？ 

会費 無料 

★グラウンドゴルフ愛好会（毎週月曜日） 

 みんなでワイワイ仲間作りと健康作り！ 

（１２月～３月は、ピンポンで体力作りができます。） 

年会費 1,000円     

★詩吟教室（月3回） 

大きな声でストレス発散、腹式呼吸で健康促進！  

会費 無料       

                              ★ウォーキング教室（年間7回） 

楽しく歩いて心も体もリフレッシュしよう！ 

会費 無料  

★そば打ち教室（月1回） 

 自分で美味しいそばを打ってみませんか？  

材料代 500ｇ５００円 
 

※令和 4 年度まで会員募集していました「女性

学級きらり」ですが、令和5年4月より一般講

座に変わり、どなたでも参加可能になります。募

集方法は、館報にて都度募集いたします。講座に

より募集期間・定員・参加料金が異なりますので、

ご確認の上、公民館へ来館か電話での申し込みに

なります。 

★スポーツ麻雀愛好会（月3回） 

脳の活性化に！３無いルールでプレイしよう！ 

会費 無料 

★ラージピンポン愛好会（毎週木曜日） 

ピンポンで楽しく健康作りしませんか？ 

会費 無料 

 

  
 
 

2/7、14、21 

2/2、9、16 

2/11、25（土曜日） 

2/16（木曜日） 

 

 

3/7、14、28 

3/2、9、16、23、30 

3/4、18（土曜日） 

3/23（木曜日） 

 

 

2/10（金）「救命救急講座」（19時～20時半）が、 

まだ定員に達しておりません。興味のある方は、公民

館へお電話下さい！！ 



 
 

 
 

   

 

（写真⑥） 

（写真⑤） （写真④） 

お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
七
十
二
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、問
わ
ず
語
り 

（
そ
の 

 
 

）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

に
わ
か
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
日
本
政
府
は
、
事
件
の
報
道
を
差

し
止
め
て
対
策
を
検
討
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
本
文
は
「
昭
和
史
」
古
川
隆
久
著
ち
く
ま
新
書
よ
り
。
写
真
は
、

い
ず
れ
も
「
昭
和
２
万
日
の
全
記
録
」
講
談
社
刊
よ
り
。
次
回
は
、

田
中
内
閣
の
総
辞
職
、
金
融
恐
慌
、
冷
害
に
つ
い
て
記
述
す
る
予

定
で
す
。） 

〈
当
時
の
上
山
の
出
来
事
～
上
山
市
史
年
表
よ
り
〉 

・ 

大
正
十
二
年
～
西
郷
村
ほ
か
四
ヶ
村
に
電
灯
が
点
灯
す
る
。 

・ 

大
正
十
五
年
～
高
畠
町
の
長
谷
川
合
資
会
社
が
矢
来
に
分
工

場
と
し
て
長
谷
川
製
糸
工
場
を
建
設
す
る
。 

・ 

昭
和
二
年
～
中
川
村
や
宮
生
村
に
メ
リ
ノ
ー
種
な
ど
の
緬
羊

が
導
入
さ
れ
る
。 

・ 

昭
和
三
年
二
月
～
普
通
選
挙
法
に
よ
る
初
の
総
選
挙
が
行
わ

れ
、
髙
橋
熊
次
郎
が
当
選
す
る
。 

・ 

昭
和
四
年
～
旧
山
形
県
庁
前
か
ら
堀
田
村
を
経
て
上
山
町
に

至
る
産
業
道
路
が
十
ヵ
年
計
画
で
着
工
さ
れ
る
。 

      

（写真①） 

昭
和
二
年
三
月
「
金
融
恐
慌
」
の
処
理
に
失
敗
し
退
陣

し
た
若
槻
内
閣
の
後
継
と
し
て
、
元
老
・
西
園
寺
公
望
は
、

野
党
立
憲
政
友
会
総
裁
・
田
中
義
一
（
元
陸
軍
大
臣
、
写

真
①
）
を
後
任
首
相
と
し
て
天
皇
に
推
薦
、
田
中
内
閣
（
写

真
②
）
が
成
立
し
た
。 

 
 〈

田
中
内
閣
の
迷
走
〉 

田
中
内
閣
は
、
昭
和
二
年
四
月
の
内
閣
成
立
直
後
、

緊
急
勅
令
で
い
わ
ゆ
る
支
払
猶
予
令
を
出
す
と
と
も

に
、
五
月
初
め
に
開
い
た
臨
時
議
会
で
こ
の
緊
急
勅
令

の
事
後
承
認
と
、
台
湾
銀
行
救
済
の
た
め
の
法
案
を
可

決
さ
せ
、「
金
融
パ
ニ
ッ
ク
」
の
鎮
静
化
に
成
功
し
た
。 

し
か
し
、
過
半
数
を
得
て
い
な
い
ま
ま
で
は
政
権 

の
安
定
は
お
ぼ
つ
か
な
い
と
考
え
、
解
散
総
選
挙
を 

有
利
に
す
る
た
め
、
選
挙
取
締
り
に
当
た
る
各
道
府 

県
の
知
事
や
警
察
幹
部
の
中
で
、
憲
政
会
内
閣
時
代 

に
抜
擢
さ
れ
た
人
々
を
休
職
と
し
、
代
わ
り
に
別
の 

内
務
官
僚
を
抜
擢
す
る
人
事
異
動
を
行
っ
た
う
え
で
、

昭
和
三
年
一
月
衆
議
院
を
解
散
し
二
月
に
総
選
挙
に

踏
み
切
っ
た
。
初
の
男
子
普
通
選
挙
（
納
税
要
件
を
撤

廃
し
た
二
十
五
歳
以
上
の
男
子
に
よ
る
選
挙
）
で
あ
っ

た
。 選

挙
で
は
、
政
友
会
が
第
一
党
と
な
っ
た
が
過
半 

数
に
は
届
か
ず
、
野
党
議
員
を
買
収
し
て
政
友
会
に 

移
ら
せ
、
更
に
民
政
党
内
の
旧
政
友
立
党
系
を
脱
党 

さ
せ
、
新
党
倶
楽
部
を
結
成
さ
せ
与
党
と
し
、
単
独 

過
半
数
を
確
保
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〈
「
３
・
１
５
事
件
」
に
よ
る
大
量
検
挙
〉 

総
選
挙
後
の
三
月
十
五
日
、
警
察
は
共
産
党
関
係 

者
の
大
量
検
挙
を
行
っ
た
（
「
３
・
１
５
事
件
」
、
写 

真
③
）
。
約
千
六
百
人
が
検
挙
さ
れ
、
四
百
八
十
八
人 

は
治
安
維
持
法
違
反
で
起
訴
さ
れ
た
。
翌
四
年
六
月 

に
は
、
緊
急
勅
令
の
形
で
治
安
維
持
法
を
改
正
、
取 

締
り
の
範
囲
を
国
体
変
革
を
目
的
と
し
た
結
社
の
加 

入
者
に
加
え
、
行
為
に
参
加
し
た
者
に
も
拡
大
し
、
ま

た
最
高
刑
を
死
刑
に
強
化
し
た
。
こ
の
改
正
後
、
治
安

維
持
法
違
反
容
疑
に
よ
る
検
挙
者
は
急
増
し
、
昭
和
六

年
か
ら
八
年
に
か
け
て
年
間
一
万
人
を
超
え
た
。 

  
 

（写真②） 
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〈
張
作
霖
爆
殺
事
件
の
発
生
〉 

政
友
会
の
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
政
権
維
持
の
方
法
、治
安
維 

持
法
改
正
の
強
行
に
対
し
、
世
論
の
批
判
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ 

た
。
昭
和
四
年
に
入
る
と
、
二
月
二
十
一
日
に
貴
族
院
で
田
中 

首
相
不
信
任
決
議
が
可
決
さ
れ
議
会
審
議
は
大
混
乱
と
な
り
、

昭
和
四
年
度
予
算
は
成
立
し
た
も
の
の
、政
府
提
出
法
律
案
は

三
分
の
二
し
か
成
立
し
な
か
っ
た
。 

こ
う
し
た
田
中
内
閣
の
運
命
に
と
ど
め
を
刺
し
た
の
が
、
昭 

和
三
年
六
月
に
起
き
た
「
張
作
霖
爆
殺
事
件
」
だ
っ
た
。 

昭
和
二
年
五
月
、
蒋
介
石
を
中
心
と
す
る
中
国
の
国
民
革
命 

軍
は
、
中
国
統
一
を
目
指
す
軍
事
行
動
（
い
わ
ゆ
る
北
伐
）
を 

開
始
し
た
。
そ
の
進
軍
過
程
で
日
本
人
が
多
数
在
留
し
て
い
る 

山
東
省
に
近
づ
い
た
。
与
党
政
友
会
の
方
針
も
あ
り
、
二
年
四

月
に
成
立
し
た
田
中
内
閣
は
、居
留
民
保
護
を
名
目
に
同
年
五

月
陸
軍
部
隊
を
山
東
省
に
派
遣
し
た
（
第
一
次
山
東
出
兵
）。

日
本
軍
は
、
一
旦
撤
収
し
た
が
、
翌
三
年
二
月
に
も
北
伐
軍
が

日
本
人
の
多
く
が
居
住
す
る
山
東
省
の
済
南
市
に
近
づ
い
た

た
め
同
年
四
月
陸
軍
部
隊
を
派
遣
し
（
第
二
次
山
東
出
兵
）、

今
度
は
三
年
五
月
日
中
両
軍
が
交
戦
し
て
死
傷
者
を
出
し
た

（
済
南
事
件
）。
こ
の
事
件
に
よ
り
中
国
国
内
の
対
日
感
情
が

悪
化
し
た
。 

 
 

 

そ
の
後
北
伐
軍
は
、北
京（
当
時
は
北
平
と
呼
ば
れ
て
い
た
）

に
迫
っ
た
。
北
京
に
は
、
日
本
の
支
援
を
得
つ
つ
満
州
地
域
を

統
治
し
て
い
た
張
作
霖
政
権
が
勢
力
拡
大
を
目
指
し
て
進
出

し
て
い
た
。
北
伐
が
満
州
の
日
本
権
益
回
収
に
ま
で
及
ぶ
こ
と

を
恐
れ
た
日
本
は
、
張
作
霖
（
写
真
④
）
に
華
北
（
北
京
を
中

心
と
す
る
地
域
）
の
放
棄
を
迫
っ
た
。
張
作
霖
は
不
本
意
な
が

ら
同
意
し
、
列
車
で
奉
天
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

し
か
し
、
張
作
霖
が
今
後
も
日
本
の
い
う
こ
と
を
聞
く
か
ど
う 

か
不
安
に
思
っ
た
関
東
軍
参
謀
・
河
本
大
作
（
写
真
⑤
）
は
、 

テ
ロ
に
見
せ
か
け
て
張
を
殺
害
し
、
そ
の
混
乱
の
中
で
満
州
地 

域
を
日
本
領
化
す
る
謀
略
を
計
画
、
昭
和
三
年
六
月
四
日
、
奉 

天
郊
外
の
線
路
上
で
張
の
乗
っ
た
列
車
を
爆
破
、
張
は
死
亡
し 

た
。
こ
れ
が
「
張
作
霖
事
件
」
で
あ
る
。（
写
真
⑥
は
、
爆
破 

直
後
。） 

こ
の
事
件
は
中
国
共
産
党
の
謀
略
と
す
る
説
や
河
本
の
個 

 

人
的
犯
行
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
多
数
の
陸
軍
軍
人
が
関
与
し 

 

て
お
り
、
事
件
の
組
織
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

こ
の
事
件
が
関
東
軍
の
謀
略
だ
っ
た
こ
と
は
現
地
で
す
ぐ 

 
 

 
 

  
 

（写真③） 


